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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第58期

第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 17,171,408 17,882,354 23,337,175

経常利益 (千円) 536,710 915,372 655,292

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 367,300 606,963 438,358

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 369,523 612,105 415,602

純資産額 (千円) 5,852,047 6,462,742 5,898,125

総資産額 (千円) 10,664,823 11,992,496 10,623,197

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 386.73 639.06 461.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 54.3 53.4 55.0
 

　

回次
第58期

第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 74.78 264.53
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、または

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により経済活動が大き

く制限されるなか、企業収益の減少や雇用環境の悪化がみられるなど、先行き不透明な厳しい局面が続きました。

足元では更なる感染拡大で緊急事態宣言に繋がる状態が継続し、海外においても感染の再拡大や景気の不透明感な

どの懸念もいまだ大きく残っており、依然として予断を許さない状況にあります。

 ビルメンテナンス業界におきましては、安全で快適な環境維持と省エネルギーに対する顧客の関心が高まってお

りますが、新型コロナウイルス感染症の影響をはじめとした今後の景気を見極めようとする動きなどから顧客の施

設維持管理コストの削減意識は依然として高く、厳しい状況が続いております。

 このような状況のもと、当社グループは、日々刻々と変化する顧客の状況に柔軟に対応するため、「高度化、多

様化する顧客ニーズにマッチしたサービス品質の向上」を優先的に対処すべき課題とし、より一層顧客の視点に

立った専門性の高いサービスをタイムリーに提供することに努めてまいりました。

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比13億69百万円増加の119億92百万円となりまし

た。これは、現金及び預金の16億46百万円の増加、受取手形及び売掛金の３億36百万円の減少が主な要因となって

おります。

 負債は、前連結会計年度末比８億４百万円増加の55億29百万円となりました。これは、借入金(短期・長期)の７

億63百万円の増加、流動負債のその他(未払金、預り金など)の２億９百万円の増加、買掛金の１億89百万円の減少

が主な要因となっております。

 純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末比５億64百万円増加の64億62百万円となり、自己資

本比率は53.4%となりました。

　当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、新型コロナウイルス感染症の影響による業務縮小などの

減少要因はあったものの、大型新規物件の本格稼働による売上寄与などにより、前年同四半期連結累計期間比７億

10百万円(4.1%)増加の178億82百万円となりました。

また、利益面におきましても、上記大型物件をはじめとした新規物件が利益確保に貢献し、営業利益は前年同四

半期連結累計期間比１億94百万円(44.1%)増加の６億34百万円、経常利益は同３億78百万円(70.6%)増加の９億15百

万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は同２億39百万円(65.2%)増加の６億６百万円となりました。

当社グループは、建築物総合サービス事業を主たる事業としており、その他の事業は全体として重要性が乏しい

ため、セグメントごとの経営成績の記載を省略しております。

 

 (2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,600,000

計 2,600,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 962,449 962,449
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 962,449 962,449 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年12月31日  ―  962,449  ―  654,460  ―  635,900
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である2020年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 12,600
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 943,700
 

9,437 ―

単元未満株式 普通株式 6,149
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 962,449 ― ―

総株主の議決権 ― 9,437 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

 また、議決権の数に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハリマビステム

横浜市西区みなとみらい
２－２－１

12,600 ― 12,600 1.31

計 ― 12,600 ― 12,600 1.31
 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ハリマビステム(E04944)

四半期報告書

 5/15



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,051,067 4,697,108

  受取手形及び売掛金 3,499,461 3,162,506

  未成業務支出金 27,237 36,013

  商品及び製品 1,921 15,075

  原材料及び貯蔵品 66,699 66,915

  販売用不動産 18,862 18,862

  その他 187,801 208,248

  貸倒引当金 △257 △257

  流動資産合計 6,852,793 8,204,472

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 330,014 454,015

   土地 569,018 708,775

   その他（純額） 91,122 85,699

   有形固定資産合計 990,155 1,248,489

  無形固定資産   

   リース資産 32,419 23,073

   その他 96,800 137,224

   無形固定資産合計 129,219 160,297

  投資その他の資産   

   投資有価証券 660,106 632,609

   保険積立金 716,255 533,579

   繰延税金資産 228,331 157,458

   その他 1,113,911 1,125,777

   貸倒引当金 △67,574 △70,188

   投資その他の資産合計 2,651,029 2,379,236

  固定資産合計 3,770,404 3,788,024

 資産合計 10,623,197 11,992,496
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,119,692 929,711

  短期借入金 526,200 920,600

  未払法人税等 97,141 158,866

  前受金 420,849 472,151

  賞与引当金 229,052 152,985

  受注損失引当金 20,522 8,960

  その他 1,383,475 1,593,409

  流動負債合計 3,796,934 4,236,685

 固定負債   

  長期借入金 387,600 756,600

  リース債務 41,840 27,849

  退職給付に係る負債 359,859 369,855

  役員退職慰労引当金 96,777 97,148

  その他 42,060 41,615

  固定負債合計 928,137 1,293,068

 負債合計 4,725,072 5,529,753

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 654,460 654,460

  資本剰余金 635,900 635,900

  利益剰余金 4,550,809 5,110,284

  自己株式 △21,170 △21,170

  株主資本合計 5,819,998 6,379,473

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 19,162 22,743

  退職給付に係る調整累計額 1,387 2,074

  その他の包括利益累計額合計 20,549 24,817

 非支配株主持分 57,577 58,451

 純資産合計 5,898,125 6,462,742

負債純資産合計 10,623,197 11,992,496
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 17,171,408 17,882,354

売上原価 15,170,477 15,670,179

売上総利益 2,000,930 2,212,175

販売費及び一般管理費   

 役員報酬 127,556 136,562

 給料及び賞与 582,642 592,616

 賞与引当金繰入額 32,909 35,028

 賃借料 183,753 179,390

 その他 633,775 634,249

 販売費及び一般管理費合計 1,560,638 1,577,845

営業利益 440,292 634,329

営業外収益   

 受取利息 3,726 3,399

 受取配当金 10,960 163,062

 保険返戻金 63,861 76,363

 持分法による投資利益 8,071 7,040

 不動産賃貸料 24,629 27,225

 その他 6,350 26,665

 営業外収益合計 117,601 303,756

営業外費用   

 支払利息 5,347 7,467

 保険解約損 62 973

 不動産賃貸費用 14,006 13,155

 その他 1,767 1,115

 営業外費用合計 21,183 22,712

経常利益 536,710 915,372

特別利益   

 固定資産売却益 14 449

 子会社株式売却益 28,306 -

 関係会社出資金売却益 847 -

 特別利益合計 29,168 449

特別損失   

 固定資産売却損 42 -

 特別損失合計 42 -

税金等調整前四半期純利益 565,836 915,822

法人税、住民税及び事業税 128,322 238,871

法人税等調整額 68,219 69,113

法人税等合計 196,541 307,985

四半期純利益 369,294 607,837

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,994 873

親会社株主に帰属する四半期純利益 367,300 606,963
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 369,294 607,837

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 750 3,580

 退職給付に係る調整額 817 687

 持分法適用会社に対する持分相当額 △1,339 -

 その他の包括利益合計 229 4,268

四半期包括利益 369,523 612,105

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 367,529 611,231

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,994 873
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【注記事項】

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 61,573千円 85,286千円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 23,744 25 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月８日
取締役会

普通株式 23,744 25 2019年９月30日 2019年12月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 23,744 25 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金

2020年11月６日
取締役会

普通株式 23,744 25 2020年９月30日 2020年12月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、建築物総合サービス事業を主たる事業としており、その他にトナー販売業を行っております

が、当該事業に係る売上高、営業利益及び資産の金額は、それぞれ僅少でありますので、報告セグメントは建築物

総合サービス事業のみとなり、その他の事業は重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

  １株当たり四半期純利益金額 386円73銭 639円６銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 367,300 606,963

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

367,300 606,963

    普通株式の期中平均株式数(株) 949,770 949,770
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

 

２ 【その他】

2020年11月６日開催の取締役会において、第59期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）の中間配当を行うこ

とを決議いたしました。

 中間配当金の総額                           23,744千円

１株当たりの中間配当金                       25円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日     2020年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月５日

株式会社ハリマビステム

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

東京事務所

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 水   野   雅　　史 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中   川   満   美 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハリマ

ビステムの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハリマビステム及び連結子会社の2020年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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